
『
平
家
物

突
倒
レ

（
覚
）
（
文
覚

と
う
ッ

て
、
の

め

断
片
的
な
叙
述
を

く
傾
向
が
、
し
ば
し

覚
一
本
が
そ
う
し
た

摘
し
た
。
そ
の
と
き

（
屋
）
文
学

シ
ヤ
胸

『
平

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

、
本
鳥
ハ
ナ
レ
テ
、
ヲ
メ

ト
大
床

）
勧
進
帳
を
と
り
な
を
し
、
資
行
判

て
う
ち
お
と
し
、
こ
ぶ
し
を
に
ぎ
ッ
て

け
に
つ
き
た
を
す
。
資
行
判
官
も
と
ゞ

と
大
床
の
う
へ
へ
に
げ
の
ぼ
る
。

重
複
表
現
に
よ
っ
て
結
び
合
わ
せ
て
展

ば
『
平
家
物
語
』
諸
本
、
と
り
わ
け
屋

叙
述
を
整
理
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
こ

挙
げ
た
事
例
か
ら
一
例
を
示
し
て
お
く

勧
進
帳
ヲ
取
直
シ
、
資
行
カ
烏
帽
子
打

突
テ
ノ
ケ
ニ
突
倒
ス
。
資
行
判
官
烏
帽

家
物
語
』
屋
代
本
・
覚

｜
｜
巻
二
、
明
雲
奪
還
叙
述
の

ニ
逃
登
ル
。

官
が
烏
帽
子
を
は

し
や
む
ね
を
つ
ゐ

り
は
な
ッ
て
、
お

現
れ
る
と
い

諸
本
に
も
見

『
平
家
物
語
』

提
示
し
た
。

屋
代
本
は

開
を
構
成
し
て
い

代
本
に
認
め
ら
れ
、

と
を
、
か
つ
て
指

。落
シ
、
拳
ヲ
握
テ

子
打
落
サ
レ
テ
、

屋
代
本
で

の
形
に
改
め

つ
叙
述
と
の

前
稿
で
は
特

の
主
体
か
ら

一
本
の
叙
述
構
成
の
方

大
衆
僉
議
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

（
延
）う

事
例
に
着
目
し
て
考
察
を
試
み
た
。

出
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
よ
う

の
叙
法
の
基
調
に
か
か
わ
る
問
題
で

し
ば
し
ば
、
こ
う
し
た
重
複
表
現
を
用

テ
、
ノ
ケ
サ
マ
ニ
突
タ
ヲ
シ
テ
ケ
リ
。

ト
大
床
ノ
上
ヘ
逃
上
ル
。

は
傍
線

の
文
覚
の
行
為
が
、
傍
線

て
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
文
覚
側
に

転
換
点
に
こ
う
し
た
重
複
表
現
が
出
現

に
こ
の
現
象
、
つ
ま
り
一
主
体
に
貫
か

な
る
叙
述
の
断
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

法

谷

村

文
学
勧
進
帳
ヲ
取
直
シ
テ
、
烏
帽
子

三
三

そ
し
て
同
様
の
痕
跡
が
他

な
重
複
表
現
の
あ
り
方
は

は
な
い
か
と
い
う
見
解
を

い
た
接
合
法
に
よ
っ
て
断

資
行
放
本
鳥
ニ
テ
、
オ
メ

（
巻
五
「
文
覚
被
流
」）

で
資
行
に
即
し
た
受
け
身

立
つ
叙
述
と
資
行
側
に
立

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

れ
た
叙
述
の
断
片
に
、
別

い
く
と
き
に
重
複
表
現
が

茂

ヲ
打
落
テ
、
シ
ヤ
胸
ツ
キ



３
（
屋
）
平
家

セ
ラ
レ

（
覚
）
平
家

（
延
）
平
家

ケ
レ
バ

国
ヲ
召

（
覚
）
小
松

（
延
）
小
松

２
（
屋
）
信
俊

（
覚
）
都
へ

（
延
）
信
俊

『
平
家
物

片
的
な
叙
述
を
組
み

て
い
る
。
こ
こ
で
は

断
片
と
呼
ん
で
お
く

て
物
語
叙
述
の
流
れ

複
表
現
を
見
出
せ
る

１
（
屋
）
小
松

（
巻
二

方
ニ
ハ
音
モ
セ
ス
。
余
ニ
音
モ
セ
ヌ

タ
リ
ケ
レ
ハ
、

の
方
に
は
音
も
せ
ず
、
人
を
つ
か
は
し

ノ
方
ニ
ハ
時
ノ
声
ヲ
モ
不
合
、
ツ
ヤ

、
ア
ヤ
シ
ミ
ヲ
成
テ
、
人
ヲ
遣
テ
見
セ

テ殿
へ
ぞ
帰
ら
れ
け
る
。
主
馬
判
官
盛
国

殿
ヘ
ゾ
被
帰
ケ
ル
。
内
大
臣
帰
リ
ハ

（
巻
二

暇
申
テ
上
リ
ケ
リ
。
都
ヘ
上
リ
、
北
方

帰
上
り
け
り
。
北
方
に
御
ふ
み
ま
い
ら

都
ヘ
上
ニ
ケ
リ
。
北
山
ヘ
参
ジ
テ
、

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

立
て
、
よ
り
大
き
な
場
面
を
構
成
す
る

便
宜
上
、
こ
の
よ
う
な
よ
り
大
き
な
場

が
、
そ
う
し
た
よ
り
大
き
な
断
片
を
さ

が
構
成
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
も
ま
た

こ
と
が
あ
る
。
次
の
よ
う
な
事
例
が
そ

殿
ヘ
ソ
被
帰
ケ
ル
。
小
松
殿
被
帰
テ

「
大
納
言
死
去
」）

間
、
人
ヲ
遣
テ
見

て
見
せ
け
れ
ば
、

ヲ
ト
モ
セ
ザ
リ

ケ
レ
バ
、

（
巻
五
「
富
士
川
」）

６
（
屋
）

（
覚
）

（
延
）

を
め
し
て
、

テ
ラ
レ
ケ
レ
バ
、

「
烽
火
之
沙
汰
」）

参
テ

せ
た
り
け
れ
ば
、

５
（
屋
）

（
覚
）

（
延
）

叙
述
を
作
り
上
げ

面
的
叙
述
を
物
語

ら
に
結
び
合
わ
せ

、
屋
代
本
に
は
重

れ
で
あ
る
。

後
、
主
馬
判
官
盛

４
（
屋
）

（
覚
）

（
延
）鎧

直
垂
ニ
、
態
ト
鎧
ヲ
バ
キ
ズ
、
甲
計

往
方
行
末
ノ
事
共
、
終
夜
、
泣
テ
ハ

夜
ハ
早
ホ
ノ

ト
ソ
明
ニ
ケ
ル
。
夜

た
が
ひ
の
心
の
う
ち
、
お
し
は
か
ら

さ
夜
も
な
か
半
に
な
り
け
れ
ば
、

女
房
見
給
テ
、
イ
ト
ゞ
消
入
心
地
ゾ

廻
シ
テ
、
時
ヲ
ド
（
ッ
）
ゝ
造
タ
リ
ケ

鼓
判
官
朝
泰
ハ
軍
ノ
行
事
承
ル
。
軍

ノ
直
垂
ニ
、
鎧
ハ
態
不
着
ケ
リ
。

皷
判
官
知
康
軍
の
行
事
う
け
給
ッ
て

鎧
は
わ
ざ
と
き
ざ
り
け
り
。

（
直
前
は
周
武
王
が
殷
紂
王
を
討
つ

搦
手
ノ
勢
一
万
余
騎
、
平
家
ノ
陣
ノ

会
フ
。
久
哩
伽
羅
堂
ノ
前
ノ
一
万
余
騎

キ
大
地
モ
動
程
ニ
時
ヲ
作
ル
。

搦
手
の
勢
一
万
余
騎
、
く
り
か
ら
の

え
び
ら
の
ほ
う
だ
て
打
た
ゝ
き
、

一
万
余
騎
ノ
勢
ニ
テ
、
平
家
ノ
陣
ノ

ヲ
ゾ
キ
タ
リ
ケ
ル
。

（
巻
八
「
鼓
判
官
」）

語
、
々
テ
ハ
泣
給
ヘ
ハ
、

モ
明
ケ
レ
ハ
、

れ
て
あ
は
れ
也
。
か
く
て

セ
ラ
レ
ケ
ル
。
夜
モ
深
ケ

レ
バ
、

（
巻
七
「
倶
利
伽
羅
落
」）

行
事
ノ
朝
泰
ハ
、
赤
地
錦

、
赤
地
の
錦
の
直
垂
に
、

故
事
）
知
康
ハ
赤
地
ノ
錦

三
四

後
ナ
ル
久
哩
伽
羅
堂
辺
廻

、
箙
ノ
方
立
ヲ
叩
テ
天
響

堂
の
辺
に
ま
は
り
あ
ひ
、

後
、
西
ノ
山
ノ
上
ヨ
リ
差



『
平
家
物

（
延
）
住
吉

（
中
略
）

リ
ケ
ル

ヲ
片
敷

い
ず
れ
の
事
例
で

者
シ
ヅ

奥
ヘ
ソ

砂
上
ニ

（
覚
）
住
吉

る
。（
中

吉
の
浦

ふ
み
し

７
（
屋
）
舎
人

以
下
ノ

（
覚
）
武
里

に
御
ふ

（
延
）
武
里

ノ
任
ニ

８
（
屋
）
都
ヨ

レ
バ
、

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

浜
ナ
ム
ド
ニ
打
上
ラ
レ
テ
、
船
ヲ
出

与
力
ノ
輩
皆
チ
リ

ニ
成
ニ
ケ
リ

女
房
共
モ
皆
捨
置
タ
リ
ケ
レ
バ
、
砂
ノ

、
袴
フ
ミ
シ
ダ
キ
テ

（
巻
十

も
屋
代
本
で
は
、
物
語
断
片
が

ぎ
合

カ
計
ヲ
召
具
シ
テ
、
其
勢
廿
余
人
ニ
テ

被
落
ケ
ル
。
住
吉
浦
ニ
捨
置
レ
タ
ル

袴
踏
シ
ダ
キ
、

の
浦
に
う
ち
あ
げ
ら
れ
て
、
吉
野
の
お

略
）
都
よ
り
あ
ひ
具
し
た
り
け
る
女

に
捨
を
き
た
り
け
れ
ば
、
松
の
下
、
ま

だ
き
、

ハ
屋
島
ヘ
渡
リ
ケ
リ
。
武
里
屋
島
ヘ
参

人
々
ニ
、
此
由
申
セ
ハ
、

は
な
く

八
嶋
へ
ま
い
り
け
り
。
御

み
と
り
い
だ
し
て
ま
い
ら
せ
た
り
け
れ

ハ
宣
シ
ガ
如
ク
屋
嶋
ヘ
帰
下
テ
、
弟
ノ

申
セ
バ
、

（
巻

リ
召
具
タ
ル
女
房
共
十
余
人
、
住
吉
ノ

（
巻

ニ
不
及
ケ
レ
バ
、

。
京
ヨ
リ
具
シ
タ

上
、
松
ノ
下
ニ
袖

二
「
判
官
都
落
」）

わ
さ
れ
、
次
の
展

延
慶
本
で
は

僉
議
が
、
屋

行
動
）

３
大

な
っ
て
い
る

す
る
と
、【
表

、
大
和
国
吉
野
ノ

女
房
共
、
松
ノ
本

く
に
ぞ
こ
も
り
け

房
達
十
余
人
、
住

さ
ご
の
う
へ
に
袴

目
さ
れ
る
の

展
開
す
る
、

西
光
の
讒

配
流
と
な
っ

こ
の
僉
議
叙

テ
、
新
三
位
中
将

弟
新
三
位
中
將
殿

ば
、

新
三
位
中
将
ニ
有

十
「
三
日
平
氏
」）

浜
ニ
捨
置
テ
、
遊

の
事
例
で
屋

複
表
現
は
、

家
物
語
』
の

一
本
は
重
複

離
れ
る
こ
と

操
作
と
し
て

こ
の
よ
う

十
「
内
裏
女
房
」）

開
を
導
き
出

﹇
１
十
禅
師
権
現
（

奪
還
行
動
）

代
本
・
覚
一
本
で
は
﹇
１
大
講
堂

講
堂
﹈
と
三
回
の
僉
議
が
、
そ
れ
ぞ

。
屋
代
本
・
覚
一
本
・
延
慶
本
の
三
本

】の
よ
う
に
な
る
。

が
、
巻
二
「
座
主
流
」
か
ら
「
一
行
阿

叡
山
の
大
衆
僉
議
の
叙
述
で
あ
る
。

言
に
よ
っ
て
天
台
座
主
の
職
を
解
か
れ

た
明
雲
が
山
門
大
衆
に
奪
還
さ
れ
る
ま

述
は
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
奪
還

代
本
の
あ
り
方
に
通
じ
る
叙
法
を
と
ど

こ
う
し
た
よ
り
大
き
な
叙
述
の
結
節
点

基
調
的
な
叙
法
と
し
て
機
能
し
て
い
る

を
取
り
除
い
て
い
る
。
屋
代
本
に
み
ら

が
出
来
た
背
景
は
改
め
て
問
わ
れ
な
け

は
叙
述
の
停
滞
を
排
除
し
た
も
の
と
み

な
屋
代
本
と
覚
一
本
の
叙
法
の
傾
向
と

さ
れ
る
と
こ
ろ
に
重
複
表
現
が
現
れ
て

三
五 ２

大
講
堂
﹈
と
二
回
の

２
十
禅
師
権
現
（

奪
還

れ
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に

文
の
展
開
を
見
取
り
図
に

闍
梨
之
沙
汰
」
に
か
け
て

、
還
俗
の
う
え
伊
豆
国
へ

で
の
物
語
叙
述
の
中
に
、

行
動
の
展
開
に
即
し
て
、

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重

に
お
い
て
も
ま
た
、『
平

と
い
え
る
。
い
っ
ぽ
う
覚

れ
る
よ
う
な
接
続
法
か
ら

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、

ら
れ
る
。

志
向
を
考
え
る
う
え
で
注

い
る
。
延
慶
本
が
１
、
３



点
線
よ
り
前
の
、

本
文
の
延
慶
本
は
東

れ
て
お
り
、
略
本
系

を
挾
ん
で
二
つ
の
僉

成
の
異
な
り
は
、
広

じ
略
本
系
本
文
の
屋

め
ら
れ
る
。 『

平
家
物

大
衆
の
発
向
・
明
雲
奪
還
に
先
立
つ
部

坂
本
へ
下
向
の
後
に
、
ひ
と
ま
と
ま
り

本
文
の
屋
代
本
・
覚
一
本
は
、
大
衆
の

議
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
半
部

略
両
系
に
本
文
系
列
を
分
か
つ
指
標
と

代
本
と
覚
一
本
の
間
に
も
ま
た
、
注
目

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

分
で
は
、
広
本
系

の
僉
議
が
叙
述
さ

東
坂
本
へ
の
下
山

の
僉
議
叙
述
の
構

な
り
う
る
が
、
同

す
べ
き
差
異
が
認

そ
の
、
表

る
ま
で
の
、

【
表

】で
あ

の
「
二
つ
目
の
僉
議
」
に
あ
る
「
十

屋
代
本
・
覚
一
本
・
延
慶
本
の
本
文

る
。

禅
師
権
現
の
託
宣
」
に
至

を
対
照
し
た
も
の
が
次
の

三
六

●
明
雲
奪
還

●
祐
慶
に
よ
る
三
つ
目
の
僉
議

●
二
つ
目
の
僉
議

僉
議
内
容

貫
首
明
雲
奪
回
の
決
意

十
禅
師
権
現
の
託
宣

託
宣
の
真
偽
を
試
み
る

●
大
衆
発
向

そ
れ
を
傷
付
け
ら
れ
た
屈

●
大
衆
東
坂
本
へ
下
山

辱

僉
議
内
容

比
叡
山
の
由
来
と
権
威

【
表

】

屋

代

本

●
一
つ
目
の
僉
議
（
大
講
堂
の
庭
）

●
明
雲
奪
還

●
祐
慶
に
よ
る
三
つ
目
の
僉

●
二
つ
目
の
僉
議

僉
議
内
容

貫
首
明
雲
奪
回
の
決
意

十
禅
師
権
現
の
託
宣

託
宣
の
真
偽
を
試
み
る

●
大
衆
発
向

そ
れ
を
傷
付
け
ら
れ
た

●
大
衆
東
坂
本
へ
下
山

議 屈
辱

僉
議
内
容

比
叡
山
の
由
来
と
権
威

覚

一

本

●
一
つ
目
の
僉
議

●
明
雲
奪
還

●
祐
慶
に
よ
る
二
つ
目
の

貫
首
明
雲
奪
回
の

十
禅
師
権
現
の
託

託
宣
の
真
偽
を
試

●
大
衆
発
向

そ
れ
を
傷
付
け
ら
れ
た
屈
辱

決宣み僉
議 意る

僉
議
内
容

比
叡
山
の
由
来
と

延

慶

●
大
衆
下
山

一
つ
目
の権

威 本僉
議



『
平
家
物
語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

三
七

末
代
ナ
ラ
ン
カ
ラ
ニ
、
争

心
憂
」
ト
テ
、
喚
キ
叫
ブ
ト
申
カ程
当
山
ニ

コ
ソ
ア

リ
。
サ
レ
ハ
代
々
ノ
賢
王
智
臣

弘
給
シ
ヨ
リ
以
来
、
五
障
女
人

ヲ
。
峯
ニ
ハ
一
乗
読
誦
年
旧
テ

ナ
リ
。
彼
月
氏
ノ
霊
山
ハ
王
城

此
日
域
叡
岳
モ
帝
都
ノ
艮
ニ
ソ

此 跡、ノハ

代
、
未
聞
流
罪
例
。

倩
事
ノ
心
ヲ
思
フ
ニ
、
延

立
帝
都
ヲ
、
大
師
ハ
当
山
ニ
ヨ 暦

所
ニ
シ

絶
テ

麓
ニ
ハ

東
北
、

立
テ
、

十
三
年

チ
登
リ

ケ
ル
ハ
、

●
【
一
つ
目
の
僉
議
（
大
講
堂

「
抑
義
真
和
尚
ヨ
リ
以
来
、

【
表

】

屋

代

山
門
ニ
ハ
、
大
講
堂
ノ
庭

の ニ
庭
）】

天
台
座

本三
塔
会

疵
ヲ
付
ヘ
キ
。

レ
、

末
代
な

く
べ
き
。
心

そ
あ
り
け
れ

らう、
む
が
ら

し
」
と

霊
地
也
。
代

テ
壇
場
ヲ
シ
ム
。

た
、
五
障
の

り
。
嶺
に
は

日
新
な
り
。

崛
也
。
此
日

三
千
浄
侶
卜
居

七
社
ノ
霊
験
新

大
聖
幽
窟
ナ
リ
。

護
国
ノ
霊
地
ナ

々 女一彼域

（
ッ
）
て
五
十

を
き
か
ず
。

皇
帝
は
帝
都

て
、
四
明
の

十
月
ニ
皇
帝
ハ

四
明
ノ
教
法
ヲ

倩を教
の
賢
王

人
跡
た

乗
読
誦

月
氏
の

の
叡
岳

五
代
に

事
の
心

た
て
、

法
を
此

●
【
一
つ
目

主
始
テ
五
十
五

「
義
真
和

合
シ
テ
僉
議
シ

山
門
に

の は
僉
議
。

尚
よ
り

大
衆
お

に
、
い
か
ん
が
当
山
に
瑕
を
ば
つ

て
、
お
め
き
さ
け
ぶ
と
い
ふ
程
こ

詮ヲ
伊

之
源

首
、

覚
、

罪
之

之
崇

万
練

水
、

厚
覆

智
臣
、
此
所
に
壇
場
を
し
む
。

え
て
、
三
千
の
浄
侶
居
を
し
め
た

年
ふ
り
て
、
麓
に
は
七
社
の
霊
験

霊
山
は
王
城
の
東
北
、
大
聖
の
幽

も
帝
都
の
鬼
門
に
峙
て
、
護
国
の

至
る
ま
て
、
い
ま
た
る
ざ
い
の
例

を
あ
む
ず
る
に
、
延
暦
の
比
ほ
ひ

大
師
は
当
山
に
よ
ぢ
の
ぼ
（
ッ
）

所
に
ひ
ろ
め
給
ひ
し
よ
り
こ
の
か

、

仏
日

台
嶺

之
勝

之隔
鷲

鵞
王

余
人

所
以

】こ
の
か
た
、
天
台
座
主
は
し
ま

覚

一

本

こ（
ッ
）
て
僉
議
す
。

ヘ
下

●

末
代
ト
云
ド
モ
、
争
カ
我
山
ニ
疵

三
千
ノ
大
衆
、
身
ヲ
我
山
ノ
貫
首

王
山
王
ニ
進
ラ
ス
。

、
澄
瑜
伽
壇
於
心
、
教
歳
汲
龍
智

云
山
上
、
誰
カ
是
ヲ
軽
シ
メ
ム
。

智
証
三
代
之
御
事
ハ
申
ニ
不
及
。

義
真
和
尚
ヨ
リ
以
来
五
十
五
代
、

例
。

ヲニ 龍就未

斑
、
仰
一
山
之
貫
首
、
為
三
千
之

之
鏡
、
大
日
遍
照
之
秘
法
無
陰
、

仏
衆
法
海
之
勝
文
波
静
也
。
威
風

満
山
受
潤
。
朽
止
観
窓
於
臂
、

棟一遠多
バ
付

代
ヘ

猛
之

中
、

聞
天

梁
。

乗
五

扇
靡

年
尋

和
光
、
弘
四
明
峯
於
一
乗
之
法
、

麓
於
八
相
之
機
。
誠
日
域
無
二
之

地
也
。
又
座
主
和
尚
者
、
究
仏
教

楚
為
林
妙
、
瑩
四
教
権
実
之
玉
。

嶺
之
視
聴
於
西
天
之
昔
、
日
域
光

之
大
法
於
東
漸
之
今
。
霊
山
八
万

之
学
徒
、
地
誦
十
界
、
弊
躰
捧

霊之 月リ替東

「
抑
我
山
者
、
仏
日
照
臨
之
地
、
法

ニ
旧
学
之
高
才
、
継
踝
翫
、
天
台覚

月
同

山
、

奥
旨

氏
雲

朗
ニ

質
、

西
楞

水
交
流

三
観

ツ
ゝ
、
十
禅
師
ノ
御
前
ニ
集
会
シ

【
大
衆
下
山

一
つ
目
の
僉
議
】

延

慶

本

依
之
満
山
ノ
大
衆
、
一
人
モ
残

テ 留
僉
議
マ
ラ

ベ
キ
。
所

奉
リ
、
命

流
。
云
貫

伝
教
、
慈

台
座
主
流

両
界
三
部

律
深
淵
之

、
慈
雲

南
岳
天
台

塵
、
調

天
下
無
双

、
昇
高
位

幽

、
雖

シ
テ
全
得

象
三
千

厳
之
文
巻
。

之
砌
也
。

月
、
後
進

シ
ケ
ル
ハ
、

ズ
東
坂
本



お
（
ッ
）
か
へ
す

（
ッ
）
て
僉
議
す
（
巻

そ
御
幸
あ
る
へ
け
れ

「
大
衆
」
叙
述
に
し
ば

て
と
も
解
さ
れ
る
が

に
あ
る
こ
と
を
表
現

対
し
て
、
場
が
朧
化

屋
代
本
で
は
第
一

庭
ニ
三
塔
会
合
シ
テ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が

な
く
、「
山
門
に
は
大

あ
る
。
こ
の
「
お
こ

『
平
家
物（

巻
一
「
内
裏
炎
上
」）」、「
三
井
寺

四
「
永
僉
議
」）」、「
大
衆
お
こ
（
ッ

」
と
申
け
れ
は
（
巻
八
「
山
門
御
幸

し
ば
認
め
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
怒

、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
衆
が
決
起
し
、

し
て
い
る
と
い
え
る
。
場
の
特
定
か
ら

さ
れ
、
一
種
の
定
型
的
表
現
で
あ
る
に

の
僉
議
の
叙
述
に
先
だ
っ
て
、「
山
門

僉
議
シ
ケ
ル
ハ
、（
屋

）」
と
、
僉
議

、
覚
一
本
で
は
僉
議
の
場
に
つ
い
て
叙

衆
お
こ
（
ッ
）
て
僉
議
す
。（
覚

（
ッ
）
て
」
は
、「
大
衆
お
こ
（
ッ
）

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法に

は
又
大
衆
お
こ

）
て
「
東
塔
へ
こ

」）
と
、
覚
一
本
の

っ
て
と
も
、
発
っ

騒
然
と
し
た
状
況

始
ま
る
屋
代
本
に

し
て
も
、
大
衆
の

の
系
統
に
属

に
は
こ
の
一

一
本
系
の
伝

つ
い
て
、
岩

（
略
）

レ
ヲ
欠
ク
ト

レ
ル
覚
一
本

ニ
ハ
、
大
講
堂
ノ

の
場
が
特
定
さ
れ

述
さ
れ
る
こ
と
が

）」
と
あ
る
の
み
で

て
西
坂
本
よ
り
皆

高
揚
し
た
状

こ
に
認
め
ら

同
様
の
差

い
る
。
こ
こ

と
移
動
後
の

す
伝
本
の
中
で
も
成
立
が
早
い
と
さ
れ

節
は
な
く
、
高
野
本
で
も
傍
書
補
入
と

本
に
は
、
本
来
こ
の
叙
述
が
な
か
っ
た

波
日
本
古
典
文
学
大
系
（
旧
版
）
の
校

文
脈
ノ
上
カ
ラ
ハ
当
然
ア
ル
ベ
キ
モ
ノ

イ
ウ
コ
ト
ニ
ナ
ル
。」、
あ
る
い
は
「
詞

ハ
、
文
ヲ
引
締
メ
文
勢
ヲ
強
メ
タ
ガ
、

況
か
ら
入
っ
て
い
く
覚
一
本
と
い
う
叙

れ
る
。

異
は
、
第
二
の
僉
議
の
そ
れ
ぞ
れ
の
説

で
も
屋
代
本
は
、「
十
禅
師
御
前
ニ
テ

場
を
特
定
す
る
叙
述
か
ら
始
め
ら
れ
て

る
龍
大
本
や
高
良
神
社
本

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
覚

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に

異
補
記
に
は
、「
コ
レ
ハ

ト
思
ワ
レ
、〔
覚
〕
ガ
コ

章
ヲ
推
鼓
シ
タ
ト
推
察
サ

ソ
ノ
余
リ
、
シ
バ
シ
バ
文

述
上
の
差
異
が
、
ま
ず
こ

き
起
こ
し
方
に
も
現
れ
て

僉
儀
シ
ケ
ル
ハ
（
屋

）」

い
る
。
い
っ
ぽ
う
覚
一
本

三
八

但
領
送
使
ア
ン
ナ
リ
。
無

×
若
無
別
事
可
奉
奪
留

相
ヲ
見
セ
シ
メ
給
ヘ
」
ト
、
各

十
禅
師
御
前
ニ
テ
僉
儀
シ

●
【
二
つ
目
の
僉
議
】

「
抑
我
等
粟
津
ノ
辺
ニ
行
向

事
故
奪

ハ
、
此

肝
胆
ヲ
摧

ケ
ル
ハ

テ
貫
首

満
山
ノ
大
衆
残
留
ル
モ
ナ
ク
、東
坂

と
ゞ
め
奉
る

留
奉
事
難
有
。

但
追
立

と
り
え
た
て

山
王
大

ニ
テ
先
一
ノ
瑞

テ
祈
念
シ
ケ
リ
。

ま
こ
と

に
て
ま
づ
瑞

を
く
だ
い
て

×
●
【
二
つ
目

ヲ
可
奪
留
也
。

「
抑
我
等

本
ヘ
ヲ
リ
下
テ

満
山
の

べ
し
。

の
欝
使
・

ま
つ
ら
ん

師
の
御
力

に
別
の
子

相
を
み
せ

祈
念
し
け

の
僉
議
】

粟
津
に

大
衆
み

令
送
使
あ
ん
な
れ
ば
、
事
故
な
く

事
あ
り
が
た
し
。

の
外
は
た
の
む
か
た
な
し
。

細
な
く
と
り
え
奉
る
べ
く
は
、
爰

し
め
給
へ
」
と
、
老
僧
ど
も
肝
胆

り
。

ゆ
き
む
か
ひ
て
貫
首
を
う
ば
ひ

な
東
坂
本
へ
お
り
下
る
。

事
難

ヘ
」 × ×

但
シ
追
立
ノ
官
人
、
領
送
使
ア
ム

シ
。

山
王
大
師
ノ
御
力
ヨ
リ
外
憑
方
ナ

事
故
ナ
ク
取
得
奉
ル
ベ
ク
ハ
、

ト
、
三
千
ノ
衆
徒
一
同
ニ
肝
胆
ヲ

粟
津
ヘ
罷
向
テ
、
貫
首
ヲ
可
奉
取

ナ
レ
バ

シ
。

只
今
験

摧
テ
祈

留
。

取
得
奉
ム

シ
見
セ
給

念
ス
。



『
平
家
物

座
主
の
流
罪
は
前

の
憤
り
を
表
白
す
る

衆
の
東
坂
本
下
山
を

と
い
う
収
束
の
さ
せ

が
る
こ
と
か
ら
も

両
説
が
指
摘
す
る

本
来
備
わ
っ
て
い
る

と
い
う
よ
り
も
、
意

れ
で
は
、
二
つ
の
僉

ぞ
れ
の
ど
の
よ
う
な

ル
。」
と
あ
る
。
ま
た

こ
の
句
は
本

あ
っ
て
、
そ
れ

今
ま
た
こ
こ
で

え
た
か
ら
で
あ

こ
と
を
し
な
い

る
。

意
ヲ
汲
取
リ
難
ク
シ

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

代
未
聞
で
あ
り
、
叡
山
の
屈
辱
で
あ
る

の
が
略
本
系
本
文
の
第
一
の
僉
議
で
あ

挾
ん
で
叙
述
さ
れ
る
第
二
の
僉
議
は

方
か
ら
も
、
十
禅
師
権
現
の
託
宣
が
下

、
衆
徒
に
よ
る
座
主
奪
還
の
祈
請
を
内

よ
う
に
、
こ
の
「
十
禅
師
」
の
句
は
、

べ
き
も
の
で
、
覚
一
本
は
こ
れ
を
不
用

図
的
に
省
略
し
た
と
み
る
の
が
穏
当
の

議
に
お
け
る
導
入
句
の
差
異
は
、
屋
代

志
向
に
基
づ
い
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る

冨
倉
徳
次
郎
氏
に
も
次
の
よ
う
な
指

来
あ
る
べ
き
も
の
を
、『
覚
一
本
』
以

は
前
段
の
文
で
、「
東
坂
本
へ
降
」
っ

十
禅
師
権
現
の
御
前
の
僉
議
を
述
べ
る

ろ
う
。
し
か
し
事
実
こ
こ
で
僉
議
の
場

で
、
省
略
す
る
と
、
文
脈
は
辿
り
に
く

タ
。
コ
レ
ヲ
一
方
流
デ
ハ
後
ニ
漸
次

。
こ
う
し
た
衆
徒

る
。
そ
し
て
、
大

、「
祈
念
シ
ケ
リ
」

る
と
い
う
展
開
に

容
と
す
る
こ
と
は

置
か
れ
て
い

（
屋
）

（
覚
）

屋
代
本
の
よ
う
に
、

意
に
脱
落
さ
せ
た

よ
う
で
あ
る
。
そ

本
・
覚
一
本
そ
れ

で
あ
ろ
う
か
。

章
で
は

ら
れ
る
と
い

る
事
例
を
あ

訓
」
の
事
例

囚
わ
れ
た
成

あ
る
。

屋
代
本
・

摘
が
あ
る
。

来
省
略
し
た
の
で

た
由
を
述
べ
て
、

こ
と
は
重
複
と
考

を
は
っ
き
り
示
す

く
な
る
わ
け
で
あ

へ
の
憤
り
の

章
で
触
れ
た

「
大
講
堂
ノ
庭

て
い
る
が
、

れ
て
い
る
こ

表
現
を
用
い

代
本
の
叙
法

訂
正
シ
タ
跡
ガ
ア

明
ら
か
で
あ

る
。新

大
納
言
ハ
一
間
ナ
ル
処
ニ
被
押

事
ノ
漏
聞
ヘ
タ
ル
ニ
コ
ソ
、
誰
洩
シ
ケ

有
覧
ナ
ト
、
思
ハ
シ
コ
ト
ナ
ウ
案
シ
ツ

新
大
納
言
、
ひ
と
間
な
る
所
に
を
し

、
並
置
さ
れ
た
物
語
断
片
同
士
の
末
尾

う
、
屋
代
本
に
特
徴
的
な
接
合
現
象
が

げ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
変
奏
的
な
形
態

を
、
僉
議
叙
述
の
平
行
例
と
し
て
あ
げ

親
が
清
盛
、
重
盛
に
そ
れ
ぞ
れ
対
面
す

覚
一
本
に
は
、
ま
ず
、
清
盛
に
対
面
す

表
白
か
ら
座
主
奪
還
の
祈
請
へ
と
流
れ

よ
う
に
、
屋
代
本
は
そ
の
二
つ
の
僉
議

」「
十
禅
師
ノ
御
前
」
と
い
う
場
を
特

こ
こ
で
は
そ
の
両
方
に
「
僉
議
シ
ケ
ル

と
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
は
ま
さ
に

て
物
語
断
片
を
接
合
し
、
物
語
叙
述
を

の
延
長
に
捉
え
ら
れ
る
現
象
だ
と
思
わ

る
。
こ
の
略
系
本
文
の
二
つ
の
僉
議
叙

三
九

込
、
哀
是
ハ
日
来
之
荒
猿

ム
、
定
テ
北
面
ノ
中
ニ
ソ

ゝ
ケ
テ
御
坐
ケ
ル
処
ニ

こ
め
ら
れ
、
あ
せ
水
に
な

と
冒
頭
に
重
複
表
現
が
み

比
較
的
容
易
に
看
取
で
き

と
み
ら
れ
る
巻
二
「
小
教

て
お
こ
う
。
謀
反
発
覚
後
、

る
場
面
に
現
れ
る
叙
述
で

る
直
前
に
次
の
叙
述

が

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

に
あ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
、

定
す
る
導
入
句
を
配
置
し

ハ
」
と
い
う
表
現
が
置
か

章
で
述
べ
た
、
重
複
的
な

構
成
し
て
い
く
と
い
う
屋

れ
る
。

述
は
つ
ま
り
、
座
主
流
罪



覚
一
本
を
み
る
限

は
そ
の
両
方
に
「
一

ま
た
、
延
慶
本
は
こ

（
延
）
大
納

テ
、
装

涙
モ
汗

聞
ヘ
ケ

（
屋
）
サ
ハ

ナ
ル
所

胸
モ
セ

ル
。

（
覚
）
さ
ば

さ
も
た

涙
も
あ

『
平
家
物

り
つ
ゝ

け
る
に

そ
有
る

け
る
に

そ
し
て
、
こ
の
清

対
面
す
る
場
面
へ
移

り
は
、

・

は
全
く
の
別
文
で
あ
る

間
ナ
ル
処
ニ
被
押
込
」
と
い
う
表
現

の

・

を
、
成
親
の
囚
わ
れ
た
直
後

言
ハ
六
月
ノ
サ
シ
モ
熱
キ
比
、
一
間
ナ

束
モ
ク
ツ
ロ
ゲ
ズ
オ
ハ
シ
ケ
レ
バ
、
ア

モ
ア
ラ
ソ
ヒ
テ
ゾ
流
ケ
ル
。「
我
日
来

ル
ニ
コ
ソ
。
何
ナ
ル
者
ノ
漏
シ
ツ
ラ
ム

カ
リ
熱
キ
六
月
ニ
、
装
束
ヲ
タ
ニ
モ
ク

ニ
被
押
籠
テ
汗
水
ニ
成
ツ
ゝ
、
温
サ

キ
ア
ク
ル
心
チ
シ
テ
、
汗
モ
涙
モ
ア
ラ

か
り
あ
つ
き
六
月
に
、
装
束
た
に
も
く

へ
が
た
け
れ
は
、
む
ね
せ
き
あ
ぐ
る
心

ら
そ
ひ
て
ぞ
な
が
れ
け
る
。

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

、「
あ
は
れ
、
是
は
日
来
の
あ
ら
ま
し

こ
そ
。
誰
も
ら
し
つ
ら
む
。
定
て
北
面

ら
む
」
な
ン

ど
、
思
は
じ
事
な
う
案
じ

、盛
の
問
責
を
受
け
る
場
面
が
終
わ
り
、

行
す
る
前
に
、
次
の
叙
述

が
配
さ
れ

。
し
か
し
屋
代
本

を
配
し
て
い
る
。

にル
所
ニ
コ
メ
ラ
レ

ツ
サ
タ
ヘ
ガ
タ
シ
。

ノ
ア
ラ
マ
シ
事
ノ

。
北
面
ノ
輩
ノ
中

と
い
う
範
疇

し
て
示
す
と

の
類
句

・

本
と
叙
法
の

は
も
は
や
採

証
さ
れ
て
い

こ
う
し
た

ツ
ロ
ケ
ス
、
一
間

モ
難
堪
ケ
レ
ハ
、

ソ
ヒ
テ
ソ
流
レ
ケ

つ
ろ
げ
す
、
あ
つ

ち
し
て
、
あ
せ
も

水
ニ
成
ツ
ゝ

う
し
た
両
句

う
。こ

の
よ
う

物
語
断
片
に

示
す
る
表
現

を
起
点
と
し

事
の
も
れ
き
こ
え

の
者
共
か
中
に
こ

つ
ゞ
け
て
お
は
し

来
訪
し
た
重
盛
と

て
い
る
。

と
、
ひ
と
ま

せ
る
と
、
屋

句
と
し
て
認

に
属
し
、
連
続
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る

い
う
叙
法
を
採
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

を
配
置
し
て
い
る
が
、
重
複
表
現
は

形
式
は
共
有
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、

っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
覚
一
本
は

る
連
続
性
に
依
拠
し
て
い
る
の
だ
と
考

事
例
を
勘
案
す
れ
ば
、
屋
代
本
の
明
雲

」
が
覚
一
本
で
は

、
屋
代
本
で
は

の
間
に
融
通
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
、

に
屋
代
本
は
、
清
盛
と
の
問
答
・
重
盛

、
幽
閉
さ
れ
た
「
一
間
」
と
い
う
、
叙

を
重
複
的
に
配
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

て
語
り
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
断

ニ
ゾ
有
ラ
ム
。
小
松
大
臣
ハ
見
ヘ
給
ハ

放
給
ハ
ジ
物
ヲ
」
ト
被
思
ケ
レ
ド
モ

ケ
レ
バ
、
涙
ヲ
コ
ボ
シ
、
汗
ヲ
流
シ
テ

と
め
の
形
で
置
い
て
い
る
。
こ
の
延
慶

代
本
・
覚
一
本
で
二
箇
所
に
展
開
し
て

識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
認
め
る
こ
と

こ
と
を
、
敢
え
て
表
現
と

の
で
あ
る
。
覚
一
本
も
こ

排
除
さ
れ
て
い
る
。
屋
代

屋
代
本
の
叙
法
そ
の
も
の

叙
述
内
容
そ
の
も
の
に
保

え
ら
れ
る
。

奪
還
に
先
だ
つ
大
衆
僉
議

に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

そ
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ

と
の
問
答
と
い
う
二
つ
の

述
が
展
開
さ
れ
る
場
を
明

同
じ
「
一
間
」
と
い
う
場

片
が
と
も
に
成
親
幽
閉
譚

四
〇

ヌ
ヤ
ラ
ム
。
サ
リ
ト
モ
思

、
誰
シ
テ
宣
ベ
シ
ト
モ
ナ

ゾ
オ
ハ
シ
ケ
ル
。

本
の
あ
り
方
を
考
え
合
わ

い
る
叙
述

・

が
、
類

が
で
き
る
。
波
線
部
「
汗
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宣
言
す
る
こ
の

句

い
え
る
が
、「
抑
義
真

流
罪
例
。（
屋

）」

る
か
、
と
い
う
発
議

ま
た
、
比
叡
山
の
由

僉
議
を
構
成
し
て
い

大
講
堂
前
の
大
衆
僉

決
起
集
会
の
よ
う
な

本
・
覚
一
本
の
一
つ

見
出
し
に
く
い
。
し

冒
頭
に
置
か
れ
て
い

留
也
（
屋

）」
に

に
し
て
、
憤
り
の
表

を
接
合
さ
せ
る
形
で

「
僉
議
」
と
い
う
言
葉

も
、
成
親
の
事
例
と

る
も
の
で
あ
る
こ
と

あ
る
こ
と
を
明
示
す

と
こ
ろ
で
、
略
本

も
、
二
回
の
僉
議
が

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

は
、
こ
の
一
連
の
奪
還
叙
述
に
あ
っ
て

和
尚
ヨ
リ
以
来
、
天
台
座
主
始
テ
五

と
い
う
、
異
例
な
事
態
で
あ
る
座
主
配

に
対
す
る
結
論
と
し
て
、
呼
応
関
係
を

来
と
権
威
を
説
き
、「
末
代
ナ
ラ
ン
カ

る
『
源
平
闘
諍
録
』
の
特
異
な
叙
述

議
は
（
中
略
）
大
衆
が
何
を
決
め
た
の

印
象
も
う
け
る
。」
と
い
う
指
摘
が
あ

目
の
僉
議
に
も
、
そ
れ
自
身
の
中
に
は

か
し
略
系
本
文
の
場
合
、
そ
の
帰
結
点

る
表

の
「
抑
我
等
粟
津
ノ
辺
ニ
行

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
座
主
明
雲
を

白
を
叙
述
し
た
物
語
断
片
と
祈
請
を
叙

一
つ
の
僉
議
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
の
だ

を
そ
れ
ぞ
れ
の
断
片
の
起
点
に
重
複

同
様
に
、
二
つ
の
断
片
が
同
じ
僉
議
叙

、
す
な
わ
ち
一
つ
の
僉
議
と
し
て
連
続

る
た
め
の
叙
述
操
作
で
あ
る
と
み
ら
れ

系
本
文
の
一
つ
目
の
僉
議
に
相
当
す
る

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、

根
幹
を
な
す
句
と

十
五
代
、
未
聞

流
に
ど
う
対
処
す

形
作
っ
て
い
る
。

ラ
ニ
、
争
カ
当
山

そ
う
し
た
断

広
本
的
本
文

序
の
方
法
と

に
つ
い
て
、「
こ
の

か
よ
く
わ
か
ら
ず
、

る
。
確
か
に
屋
代

表
白
の
帰
結
点
が

は
第
二
の
僉
議
の

向
テ
貫
首
ヲ
可
奪

奪
還
す
る
決
意
を

叙
述
の
構
造

略
本
系
本

と
整
理
を
認

現
象
的
に
は

は
広
本
的
な

見
取
り
や
す

も
し
れ
な
い

述
し
た
物
語
断
片

と
考
え
ら
れ
る
、

的
に
使
用
す
る
の

述
の
範
疇
に
属
す

し
て
い
る
も
の
で

る
。

部
分
だ
け
で
こ
の

キ
叫
ブ
」
と

ま
さ
に
こ
の

述
内
容
の
あ

の
叙
述
性
を

つ
の
僉
議
を

は
、
形
式
と

し
こ
れ
は
叙

場
の
移
動
を
指
標

ニ
疵
ヲ
付
ヘ

片
を
ま
と
め
上
げ
る
と
い
う
統
合
の
側

の
持
つ
長
編
的
な
叙
述
を
分
節
化
し
て

い
う
の
側
面
か
ら
も
捉
え
て
い
く
必
要

は
延
慶
本
・
屋
代
本
と
も
同
じ
な
の
だ

文
の
成
立
の
背
景
に
延
慶
本
の
よ
う
な

め
る
見
解
が
現
在
主
流
に
な
っ
て
い
る

、
二
つ
の
物
語
断
片
を
接
合
し
た
観
を

複
雑
か
つ
長
編
的
な
叙
述
を
敢
え
て
分

い
叙
述
展
開
へ
と
整
序
し
た
と
い
う
の

。
屋
代
本
の
重
複
表
現
に
よ
る
物
語
断

い
う
一
つ
目
の
僉
議
に
叙
述
さ
れ
る
大

句
に
向
か
っ
て
流
れ
込
ん
で
い
る
と

り
方
か
ら
み
て
も
、
略
系
本
文
の
二
つ

有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

十
禅
師
権
現
前
の
こ
と
と
し
て
一
括
し

内
容
の
一
致
し
た
、
無
理
の
な
い
構
成

法
上
の
差
異
の
問
題
で
あ
っ
て
、
ひ
と

キ
。
心
憂
（
屋

）」
と
、
そ
れ
を
傷

四
一

面
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、

配
列
す
る
と
い
う
叙
述
整

が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

と
い
え
る
。

広
本
的
本
文
か
ら
の
抄
出

。
屋
代
本
の
僉
議
叙
述
は
、

呈
し
て
い
る
が
、
あ
る
い

節
し
て
物
語
断
片
化
し
、

が
操
作
の
実
際
で
あ
る
か

片
の
接
合
と
い
う
叙
法
は
、

衆
の
情
動
の
高
ま
り
も
、

い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
叙

の
僉
議
は
ひ
と
ま
と
ま
り

。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
二

て
叙
述
し
て
い
る
延
慶
本

が
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か

ま
と
ま
り
の
僉
議
と
い
う

付
け
ら
れ
た
屈
辱
に
「
喚



屋
代
本
は
、
十
禅

り
﹈、
２
﹇
十
禅
師
権

る
。
覚
一
本
は
１
・

で
あ
る
こ
と
を
い
う

呼
び
か
け
て
い
る
た

開
と
な
っ
て
い
る
。

後
の
２
の
部
分
を
「

に
戻
る
と
、
覚
一

（
覚

）」
と
い
う
、

『
平
家
物

い
っ
ぽ
う
、
覚
一

「
僉
議
」
と
い
う
表
現

理
解
す
る
こ
と
が
で

排
除
さ
れ
て
い
る
点

師
権
現
前
と
い
う
僉
議
の
場
で
、
１

現
の
託
宣
が
下
る
﹈
と
、
叙
述
の
首

２
と
も
屋
代
本
に
等
し
い
が
、
僉
議
の

叙
述
を
欠
い
て
い
る
う
え
、
祈
請
で
は

め
、
十
禅
師
の
託
宣
が
下
る
理
由
が
見

延
慶
本
は
１
は
持
た
な
い
が
、
略
系
二

山
王
」
と
し
て
お
り
、
僉
議
の
場
は
あ

本
に
は
、「
山
王
大
師
の
御
力
の
外
は

屋
代
本
に
は
み
ら
れ
な
い
句
が
置
か
れ

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

本
で
第
一
の
僉
議
の
場
が
叙
述
さ
れ
ず

を
省
く
の
も
、
重
複
叙
述
を
排
除
す

き
る
。
た
だ
し
場
の
叙
述
で
あ
る
「
十

に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
を
残
す
。
そ﹇

十
禅
師
権
現
が
降

尾
が
呼
応
し
て
い

場
所
が
十
禅
師
前

「
山
王
大
師
」
に

え
に
く
い
叙
述
展

本
と
等
し
い
託
宣

く
ま
で
十
禅
師
権

現
で
は
あ
る

せ
て
い
る
。

の
外
は
た
の

宣
主
が
十
禅

き
た
し
た
と

分
の
本
文
に

跡
が
こ
こ
に

た
の
む
か
た
な
し
。

て
い
る
こ
と
が
注

照
し
た
も
の

、
第
二
の
叙
述
で

る
傾
向
の
延
長
で

禅
師
権
現
」
ま
で

こ
で
、

章
の
表

意
さ
れ
る
。

議
で
の
こ
と

方
ナ
シ
。（
延

せ
て
い
る
。

こ
の

に

く
わ
け
で
あ

が
、
山
王
へ
の
祈
請
と
山
王
の
託
宣
と

覚
一
本
は
こ
の
延
慶
本
の
よ
う
な
本
文

む
か
た
な
し
。」
を
摂
取
し
、
屋
代
本

師
権
現
で
統
一
さ
れ
た
形
の
本
文
内
に

み
ら
れ
る
。
僅
か
な
徴
証
で
は
あ
る
が

は
、
延
慶
本
の
よ
う
な
本
文
を
視
野
に

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
既
述
し
た
よ

で
あ
る
。

延
慶
本
で
は
屋
代
本
と
同
様
、
こ
の
託

と
さ
れ
て
い
る
が
、
い
っ
ぽ
う
で
「
山

）」
と
い
う
句
を
持
つ
点
で
、
覚
一

続
き
、

以
降
は
三
本
と
も
託
宣
が
下

る
が
、
次
の
表

は
、
そ
こ
か
ら
意
す

い
う
形
で
叙
述
を
呼
応
さ

か
ら
「
山
王
大
師
の
御
力

の
よ
う
な
場
・
祈
請
・
託

配
置
し
た
結
果
、
混
乱
を

、
覚
一
本
の
こ
の
僉
議
部

収
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
痕

う
に
、
そ
の
延
慶
本
は
屋

四
二

宣
が
十
禅
師
権
現
前
の
僉

王
大
師
ノ
御
力
ヨ
リ
外
憑

本
に
等
し
い
あ
り
方
も
み

る
場
面
が
叙
述
さ
れ
て
い

べ
き
叙
述
を
摘
記
し
て
対

２

大
衆
是
ヲ
怪
ン
テ
、

「
誠
ニ
十
禅
師
権
現
ノ
御
詫
宣
ニ

【
表

】

屋

代

１
「
我
十
禅
師
権
現
乗
居
サ
セ

テ 給
候
ハ

本
ヘ
リ

ゝ
、（
略
）」

２

大
衆
こ
れ

「
誠
に
十
禅
師

。（
中
略
）」。

１
「
わ
れ
に

権 十を
あ
や

現
の

禅
師

し
み
て
、

御
詫
宣
に
て
ま
し
ま
さ
ば
、（
略
）」

覚

一

本

権
現
の
り
ゐ
さ
せ
給
へ
り
。（
中
略
）」

２実
ニ

（
１

大
衆
是
ヲ
怪
テ
、

山
王
ノ
御
詫
宣
ナ
ラ
バ
、（
略
）」

延

慶

本

に
相
当
す
る
叙
述
な
し
）
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っ
た
ん
分
節
し
た
も

い
く
と
い
う
叙
述
操

本
の
中
間
形
態
を
と

斯
道
本
に
も
、
ま
た

の
文
禄
本
や
東
寺
執

の
で
あ
る
。

叙
述
断
片
を
重
複

く
屋
代
本
の
叙
法
を

述
の
あ
り
方
に
探
っ

の
叙
述
を
断
片
化
し

は
延
慶
本
的
な
本
文

受
け
て
、
二
つ
の
僉

も
、
場
の
移
動
の
明

議
の
表
白
に
表
現
さ

っ
て
叙
述
の
流
れ
を

覚
一
本
が
「
十
禅
師

こ
う
し
た
志
向
に
基

代
本
・
覚
一
本
が
二

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

の
を
再
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
叙
述

作
も
あ
り
え
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は

る
、
い
わ
ゆ
る
覚
一
本
系
諸
本
周
辺
本

屋
代
本
的
本
文
と
の
交
渉
が
想
定
さ
れ

行
本
に
も
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
現
象

す
る
表
現
で
結
び
合
わ
せ
、
物
語
断
片

、
巻
二
「
座
主
流
」「
一
行
阿
闍
梨
之

て
き
た
。
そ
の
延
長
に
は
、
入
り
組
ん

て
、
そ
の
う
え
で
展
開
を
組
み
立
て
直

か
ら
の
叙
述
の
摂
取
に
際
し
、
こ
う
し

議
叙
述
と
い
う
略
系
本
文
に
特
有
の
形

示
で
叙
述
を
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
よ

れ
て
い
る
、
高
ま
っ
て
い
く
大
衆
の
情

構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

御
前
」
と
「
僉
儀
シ
ケ
ル
ハ
」
を
排
除

づ
い
て
本
文
操
作
を
施
し
た
結
果
と
み

回
に
分
か
つ
僉
議
を
ひ
と
ま
と
め
に
し

構
成
を
整
序
し
て

、
屋
代
本
・
覚
一

文
の
平
松
家
本
や

る
八
坂
系
一
類
本

で
あ
る
。
こ
の
こ

し
た
地
平
の

そ
れ
で
も
、

づ
け
よ
う
と

よ
う
に
、
覚

語
り
を
踏
ま

を
組
み
上
げ
て
い

沙
汰
」
の
僉
議
叙

だ
ひ
と
ま
と
ま
り

す
、
つ
ま
り
、
い

う
。
奥
書
の

写
之
」
と
い

し
た
と
き
、

暗
誦
的
に
語

の
メ
カ
ニ
ズ

な
い
で
あ
ろ

文
飾
や
叙
述

た
構
成
に
示
唆
を

を
基
調
と
し
つ
つ

り
も
、
第
一
の
僉

動
そ
の
も
の
に
よ

か
と
考
え
ら
れ
る
。

し
て
い
る
の
は
、

る
こ
と
が
で
き
る

ば
れ
る
、
延

あ
り
方
で
あ

い
っ
ぽ
う

叙
法
が
も
た

よ
っ
て
展
開

こ
の
よ
う
な

続
を
も
た
ら

て
い
る
。
覚
一
本

と
か
ら
、
屋

も
と
で
可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

例
え
ば
本
稿
で
扱
っ
た
僉
議
叙
述
に
即

し
な
が
ら
も
、
な
お
二
つ
の
僉
議
と
い

一
本
が
屋
代
本
的
な
本
文
の
形
を
ふ
ま

え
た
本
文
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら

識
語
の
「
当
流
之
師
説
、
伝
受
之
秘
決

う
言
説
を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
覚

語
り
の
詞
章
が
本
文
と
し
て
固
定
化
さ

る
と
い
う
、
い
わ
ば
語
り
と
本
文
の
関

ム
が
変
容
し
つ
つ
あ
っ
た
時
節
と
連
動

う
か
。
延
慶
本
の
よ
う
な
広
本
的
本
文

に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
本
文
を
語
る

慶
本
な
ど
に
対
し
て
略
述
的
な
本
文
を

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

、
こ
う
し
た
屋
代
本
的
な
本
文
に
根
ざ

ら
す
、
あ
る
種
屈
曲
し
た
本
文
構
成
を

を
紡
ぎ
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
志
向
が

覚
一
本
の
本
文
整
序
に
対
す
る
志
向
性

し
、
そ
れ
は
物
語
断
片
の
長
大
化
を
促

代
本
に
見
出
し
た
こ
う
し
た
叙
法
が
、

四
三

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

せ
ば
、
一
つ
の
流
れ
に
近

う
構
成
形
式
は
崩
さ
な
い

え
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

、
一
字
不
闕
以
口
筆
令
書

一
本
が
正
本
と
し
て
成
立

れ
、
そ
れ
に
規
制
さ
れ
て

係
が
転
倒
し
、
平
家
語
り

し
た
動
き
だ
っ
た
の
で
は

か
ら
摂
取
さ
れ
た
多
様
な

こ
と
も
、
あ
る
い
は
そ
う

持
つ
諸
本
群
の
基
調
的
な

う
。

し
な
が
ら
も
、
重
複
的
な

整
理
し
、
叙
述
の
流
れ
に

覚
一
本
に
は
認
め
ら
れ
る
。

は
、
な
だ
ら
か
な
叙
述
連

す
こ
と
に

が
る
で
あ
ろ

少
な
く
と
も
語
り
系
と
呼



院
崩
御
」
の
南
都
の

は
こ
の
波
線
部
が
、

（
屋
）
南
都

（
覚
）
南
都

せ
ら
る

（
延
）
南
都

職
之
由

（
屋
）
天
台

（
覚
）
天
台

（
延
）
五
月

こ
れ
は
屋
代
本
の

本
文
に
早
く
か
ら
存

「
被
止
所
職
テ
（

線
部
は
屋
代
本
型
本

『
平
家
物

説
話
の
叙
法
と
の

デ
ル
に
し
た
書
承
的

か
し
屋
代
本
が
そ
う

は
説
明
し
き
れ
な
い

と
、
例
え
ば
巻
二
「

の
表
現
。

僧
綱
の
解
官
を
叙
述
し
た
部
分
に
み
ら

ノ
僧
綱
ハ
被
停
止
公
請
シ
上
、
被

の
僧
綱
等
闕
官
ぜ
ら
れ
、
公
請
を
停
止

。ノ
僧
綱
等
解
官
シ
テ
、
停

止
公
請

、
被
宣
下
。

座
主
明
雲
僧
正
被
停
止
公
請
上
、

座
主
明
雲
僧
正
、
公
請
を
停
止
せ
ら
る

五
日
、
天
台
座
主
明
雲
僧
正
、
公
請
ヲ

他
、
平
松
家
本
・
斯
道
本
に
も
認
め
ら

在
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
諸
本

屋
代
本
）」
と
い
う
句
が
置
か
れ
て
い

文
の
錯
誤
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
同

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

比
較
を
通
じ
て
、
屋
代
本
的
な
本
文
が

本
文
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
指
摘

し
た
本
文
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に

表
現
上
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
試
み

座
主
流
」
の
明
雲
の
改
易
叙
述
内
の
句

れ
る
が
、
そ
こ
で

没
収
所
職
。

し
、
所
職
を
没
収

、
可
被
没

収
所

（
覚
）

（
延
）

と
、「
摂
政
関

ら
れ
る
。

こ
う
し
た

同
と
い
う
現

被
没
収
所
職

ゝ
う
へ
、

止
ラ
ル
。

れ
、
屋
代
本
的
な

と
も
こ
の
直
後
に

る
こ
と
か
ら
、
波

じ
句
が
巻
六
「
新

（
延
）

こ
の
文
脈

も
、
同
巻
「

（
屋
）

口
承
の
形
式
を
モ

し
て
お
い
た
。
し

は
書
承
性
だ
け
で

に
摘
記
し
て
み
る

に
現
れ
る
波
線
部

と
、
諸
本
共

あ
ろ
う
。
ま

る
次
の
よ
う

（
屋
）

（
覚
）

又
い
か
な
る
賢
王
聖
主
の
御
政
も
、

イ
カ
ナ
ル
賢
王
聖
主
ノ
御
政
モ
、
摂

人
ノ
キ
カ
ヌ
所
ニ
テ
ハ

白
ノ
御
成
敗
」
の
類
同
を
契
機
に
し

屋
代
本
あ
る
い
は
屋
代
本
的
な
本
文
に

象
に
は
、
口
承
性
に
基
づ
く
句
の
融
通

摂
政
関
白
の
御
成
敗
に
も

及
ば
ず
。

此
比
ノ
叙
位
、
除
目
ハ
（
略
）
公
家

シ
。
摂
政
、
関
白
ノ
成
敗

ニ
テ
モ
無

に
お
い
て
は
や
や
大
仰
か
と
思
え
る

禿
童
」
の
、

何
ナ
ル
賢
王
聖
主
ノ
御
政
モ
、
摂
政

ノ
不
聞
時
ハ

通
し
て
現
れ
て
い
る
。
こ
の
句
と
の
混

た
屋
代
本
の
み
に
認
め
ら
れ
る
も
の
だ

な
叙
述
。

其
比
ノ
叙
位
除
目
ト
申
ハ
、
賢
王
聖

摂
政
関
白
ノ
御
成
敗

ニ
モ
不
及
、

其
比
の
叙
位
除
目
と
申
は
、
院
内
の

摂
政
関
白
の
御
成
敗

も

政
関
白
ノ
成
敗

ヲ
モ
、

た
混
同
で
は
な
い
か
と
み

見
出
せ
る
類
似
表
願
の
混

性
や
浮
動
性
を
視
野
に
入

、
院
中
ノ
御
計
マ
デ
モ
無

リ
ケ
レ
バ

「
賢
王
聖
主
」
と
い
う
表
現

関
白
ノ
御
成
敗

モ
、
人

四
四

同
が
そ
の
錯
誤
の
理
由
で

が
、
巻
一
「
鹿
谷
」
に
あ

主
之
御
計
イ
ニ
モ
ア
ラ
ス
、

御
ぱ
か
ら
ひ
に
も
非
ず
、



『
平
家
物

い
る
と
見
る
べ
き
で

成
の
背
後
に
は
、
延

階
の
語
り
の
付
き
合

た
可
能
性
を
論
じ
る

い
検
証
は
多
い
。
課

を
備
え
た
固
定
的
な

脱
可
能
な
叙
述
を
継

性
を
窺
う
こ
と
が
で

ち
ろ
ん
屋
代
本
の
よ

は
い
え
な
い
。
し
か

り
つ
つ
形
成
さ
れ
た

叙
述
を
整
序
し
て
い

は
暗
唱
に
関
わ
り
の

く
い
錯
誤
で
あ
る
と

同
様
に
ま
た
、
屋

在
し
た
可
能
性
を
検

述
の
つ
な
ぎ
目
に
配

の
構
成
上
、
分
割
さ

で
あ
る
こ
と
を
印
す

れ
た
検
討
を
加
え
て

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い

慶
本
の
よ
う
な
構
築
さ
れ
た
本
文
と
、

わ
せ
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
め
に
試
み
ね
ば
な
ら
な
い
考
察
、
積

題
と
し
て
、
後
日
を
期
す
こ
と
に
し
た

本
文
に
依
存
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む

い
で
い
く
よ
う
な
あ
り
方
の
語
り
が
存

き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
繰
り

う
な
本
文
が
、
語
り
を
そ
の
ま
ま
書
記

し
そ
れ
が
、
延
慶
本
の
よ
う
な
広
本
系

本
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
文
構
成

く
方
法
に
覚
一
本
以
前
の
語
り
の
方
法

あ
る
混
同
と
み
ら
れ
、
単
純
な
書
写
作

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

代
本
の
分
節
化
さ
れ
た
叙
述
と
い
う
現

討
し
て
み
る
べ
き
課
題
で
は
な
い
か
と

さ
れ
た
起
点
回
帰
の
た
め
の
重
複
句
、

れ
、
離
れ
た
位
置
に
配
置
さ
れ
て
い
て

か
の
よ
う
な
重
複
句
の
置
か
れ
方
の
背

い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
両
者

は
、
略
系
本
文
形

断
片
性
の
強
い
段

し
か
し
、
そ
う
し

ま
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

平
松
家

５
年

文
禄
本

文
学

東
寺
執

幸
編

し
ろ
断
片
的
で
着

在
し
て
い
た
可
能

返
し
い
う
が
、
も

化
し
た
本
文
だ
と

本
文
に
多
く
を
拠

の
過
程
に
お
い
て

の
影
響
を
受
け
て

勉
誠

長
門
本

福
武

源
平
闘

庫
源
平
盛

保
田

斯
道
本

１
月

業
で
は
起
こ
り
に

象
も
、
語
り
の
介

考
え
て
い
る
。
叙

あ
る
い
は
、
本
文

も
、
同
系
の
話
群

景
に
は
、
長
編
性

「
屋
代

『
軍
記
物

章
段
名

諸
本
は
以

漢
字
に
改

屋
代
本

編
覚
一
本

夫
・

延
慶
本

と
も
、
記
憶
ま
た

注

本

『
平
松
家
本
平
家
物
語
の
研
究
』
山
内

３
月

日
初
版

『
平
家
物
語
』
市
古
貞
次
・
山
下
宏
明
・

会

１
９
７
３
年

１
９
７
５
年
発
行

行
本

国
史
国
文
資
料
叢
書
『
東
寺
執
行
本

う
も
れ
木
文
庫

１
９
６
３
年

月

日

社

１
９
９
１
年
６
月

日
初
版

『
岡
山
大
学
本
平
家
物
語

二
十
巻
』

書
店

１
９
７
６
年
４
月
１
日
初
版

諍
録

『
源
平
闘
諍
録
』
福
田
豊
彦
・
服
部

１
９
９
９
年
９
月

日
初
版

衰
記

『
源
平
盛
衰
記

中
世
の
文
学
』
市

淳
・
松
尾
葦
江
校

三
弥
井
書
店

１
９
８

『
百
二
十
句
本
平
家
物
語
』
斯
道
文
庫
編

初
版

本
『
平
家
物
語
』
の
叙
述
の
一
側
面
｜
｜
表

語
の
窓
』（
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
扁

１
９

は
覚
一
本
に
拠
っ
た
。
な
お
、
本
稿
で
引
用

下
に
拠
る
。
引
用
に
際
し
て
適
宜
ル
ビ
を
省

め
た
。

『
屋
代
本
高
野
本
対
照
平
家
物
語
』
麻
原

新
典
社

１
９
９
２
年
９
月

日
初
版

岩
波
古
典
文
学
大
系
（
旧
版
）『
平
家
物

渥
美
か
を
る
・
金
田
一
春
彦
編

１
９
５
９

『
延
慶
本
平
家
物
語

本
文
編
』
上
下

四
五 潤

三
編

清
文
堂

１
９
７

久
保
田
淳
改
題

日
本
古
典

平
家
物
語
』
上
下

高
橋
伸

１
９
６
５
年
４
月

日
発

岡
山
大
学
池
田
文
庫
刊
行
会

幸
造
全
釈

講
談
社
学
術
文

古
貞
次
・
大
曽
根
章
介
・
久

７
年
４
月

日
初
版

汲
古
書
院

１
９
７
０
年

現
主
体
を
め
ぐ
る
覚
書
｜
｜
」

９
７
年

和
泉
書
院
）
所
収

な
い
し
参
照
し
た
平
家
物
語

略
し
、
新
字
体
・
通
行
体
の

美
子
・
春
田
宣
・
松
尾
葦
江

語
』
高
木
市
之
助
・
小
澤
正

年
２
月
５
日
初
版

北
原
保
雄
・
小
川
栄
三
編



語
の
成
立

あ
な

所
収
）
な
ど
。
ま

物
語
論
究
』
若
草

を
さ
か
の
ぼ
る
段

た
だ
し
延
慶
本

シ
マ
ス
忝
ケ
ナ
サ

七
社
と
い
う
括
り

は
あ
る
。
こ
こ
を

は
「
大
衆
神
明
の

延
慶
本
は
こ
の

（
略
）
中
ニ
引
ク
ゝ

ツ
」
と
い
う
句
を

テ
」
は
、
こ
れ
を

な
る
。
当
該
す
る

と
い
う
叙
法
と
い

証
と
な
る
事
例
と

講
談
社
学
術
文

例
え
ば
、
千
明

『
平
家
物

行
広
本
系
の
『
源

西
光
呪
詛
の
叙
述

相
承
の
譜
を
授
か

文
を
見
渡
し
た
う

岩
波
日
本
古
典

美
か
を
る
・
金
田

『
平
家
物
語
全
釈た

が
読
む
平
家
物
語
１
』
有
精
堂

１
９
９

た
松
尾
葦
江
氏
の
「
屋
代
本
巻
十
二
の
史
実

書
房

１
９
９
６
年
６
月

日

初
版

所

階
の
本
文
を
視
野
に
収
め
た
仮
説
が
提
示
さ

に
は
、
託
宣
後
に
「
誠
ニ
我
山
ノ
七
社
権
現

ニ
、
大
衆
涙
ヲ
流
ツ
ゝ
」
と
い
う
叙
述
が
あ

で
十
禅
師
権
現
も
視
野
に
収
め
た
と
ら
え
方

屋
代
本
は
「
是
程
ニ
霊
験
新
ニ
坐
ス
事
ノ

霊
験
あ
ら
た
な
る
事
の
た
ツ
と
さ
に
、」
と

叙
述
の
直
前
に
あ
る
成
親
捕
縛
の
叙
述
に

（
ッ
）
テ
、
上
ヘ
引
ノ
ボ
セ
奉
リ
、
一
間

持
つ
。
論
中
引
用
部
に
あ
る
波
線
部
「
一
間

承
け
る
、
捕
縛
さ
れ
た
成
親
に
即
し
た
重
複

重
複
の
さ
せ
方
は
屋
代
本
に
は
な
い
。
重
複

う
叙
述
構
成
の
発
想
は
、
延
慶
本
に
も
通
底

し
て
指
摘
し
て
お
く
。

庫
『
源
平
闘
諍
録
』
上
巻
（
福
田
豊
彦
・
服

守
氏
の
「
屋
代
本
平
家
物
語
の
成
立
」（
栃

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

平
盛
衰
記
』
は
二
つ
の
僉
議
を
持
つ
が
、
第

と
並
置
さ
れ
て
お
り
、
澄
憲
が
明
雲
に
一
心

る
と
い
う
略
本
系
得
有
の
挿
話
も
持
つ
こ
と

え
で
の
改
変
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

文
学
大
系
『
平
家
物
語
』
上
巻
（
高
木
市
之

一
春
彦
編

１
９
５
９
年
２
月
５
日
初
版
）

』
上
巻
（
角
川
書
店

一
九
六
六
年
五
月

３
年

月
１
日
初
版

性
の
検
討
」（『
軍
記

収
）
に
は
、
延
慶
本

れ
て
い
る
。

ノ
霊
験
ノ
新
ニ
オ
ワ

り
、
延
慶
本
は
山
王

を
し
て
い
る
よ
う
で

目
出
サ
ニ
」、
覚
一
本

し
て
お
り
、
神
名
を

れ
る
。
そ

祐
慶
が
登

れ
、
明
雲

一
連
の
行

つ
つ
「
つ

じ
て
祐
慶

し
て
い
る

章
表

の
よ
う
な

、「
兵
ノ
十
余
人
来
テ

ナ
ル
所
ニ
ヲ
シ
コ
メ

ナ
ル
所
ニ
コ
メ
ラ
レ

表
現
と
い
う
こ
と
に

に
よ
る
転
換
と
接
合

し
て
い
る
と
い
う
傍

部
幸
造
校
注
）

木
孝
惟
編
『
平
家
物

（
延

覚
一
本

さ
れ
て
い

果
で
あ
る

一
の
僉
議
が
山
門
の

三
観
の
法
門
と
血
脈

か
ら
、
む
し
ろ
諸
本

助
・
小
澤
正
夫
・
渥

頁
二
十
日
初
版
）

頁

挙
げ
る
延

覚
一
本

後
の
部
分

（
屋

（
覚

し
て

部
の
補
入
と
い
う
改
訂
と
連
動
し
て

場
か
ら
「
脇
挾
」
む
と
す
る
長
刀
を
、
祐
慶

に
近
寄
っ
て
「
膝
ヲ
カ
ゞ
メ
テ
申
」
す
た
め

為
と
し
て
両
様
の
表
現
を
持
っ
て
い
る
延
慶

く
」
に
改
め
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
覚

の
振
る
舞
い
を
動
作
的
な
描
写
に
改
め
、
現

と
思
わ
れ
る
。

の
「
●
大
衆
発
向
」
の
部
分
に
も
、
屋
代

重
複
表
願
が
現
れ
て
い
る
。「
キ
ビ
シ
ゲ
成

大
長
刀
杖
に
つ
き
、

）
西
塔
ノ
西
谷
ニ
戒
浄
房
阿
闍
梨
祐
慶
ト
テ

ケ
リ
。
三
枚
甲
ヲ
居
頸
ニ
キ
ナ
シ
、
黒
革
威

三
尺
五
寸
ノ
大
擲
刀
ノ
茅
葉
ノ
如
ナ
ル
ヲ

藪
ノ
方
ヘ
ガ
ハ
ト
投
入
ケ
レ
バ
、
下
部
ノ
法

挾
ミ
、

の

部
は
、
屋
代
本
的
な
本
文
を
下
敷
き
に

る
祐
慶
の
脱
ぎ
捨
て
た
兜
を
下
部
法
師
が
拾

下
部
法
師
が
兜
を
持
つ
と
い
う
形
に
整
理
し

慶
本
と
は
異
な
っ
た
表
現
を
採
っ
て
い
る
。

が
延
慶
本
的
な
本
文
の
影
響
を
受
け
た
と
み

に
よ
り

多
く
見
出
せ
る
。
一
例
を
掲
げ
る

）
爰
ニ
西
塔
法
師
ニ
、
戒
浄
坊
阿
闍
梨
祐
慶

成
ケ
ル
カ
、
黒
革
威
鎧
着
テ
白
柄
大
長
刀
脇

）
こ
ゝ
に
西
塔
の
住
侶
、
戒
浄
房
の
阿
闍
梨

け
七
尺
ば
か
り
有
け
る
が
、
黒
革
威
の
鎧
の

草
摺
長
に
き
な
し
て
、
甲
を
ば
ぬ
ぎ
、
法
師

、

部
で
も
、
屋
代
本
で
は

が
長
刀
を
「
ツ
キ
」
つ
つ
現

に
「
脇
ニ
挾
」
む
と
い
う
、

本
の
よ
う
な
叙
述
を
参
照
し

一
本
は
こ
う
し
た
操
作
を
通

前
的
に
叙
述
し
て
い
こ
う
と

本
に
は
国
分
寺
を
め
ぐ
る
次

ツ
ル
領
送
使
、
座
主
ヲ
ハ
国

、
三
塔
ニ
聞
ヘ
タ
ル
悪
僧
有

ノ
大
荒
目
ノ
草
摺
長
ナ
ル
ニ
、

ツ
キ
、（
中
略
）
甲
ヲ
抜
テ
、

師
原
取
テ
ケ
リ
。
擲
刀
脇
ニ

し
て
、
延
慶
本

部
に
叙
述

う
と
い
う
叙
述
を
、
そ
の
結

て
挿
入
し
た
も
の
と
考
え
ら

四
六ら

れ
る
叙
述
は
、
明
雲
奪
還

。ト
云
悪
僧
有
。
其
長
七
尺
計

挾
ミ
、

祐
慶
と
い
ふ
悪
僧
あ
り
。
た

大
荒
目
に
か
ね
ま
ぜ
た
る
を
、

原
に
も
た
せ
つ
ゝ
、
白
柄
の



『
平
家
物

す
る
箇
所
を
「
木

木
曾
ヲ
背
テ
」
と

本
の
よ
う
な
重
複

注
１
書

頁

は
発
向
と
、
奪
還

大
衆
が
国
分
寺
へ

に
つ
い
て
は
よ
く

さ
し
も
き
び
し
げ

國
分
寺
ヘ
参
り
向

寺
へ
向
か
う
か
が

章
で
挙
げ
た

屋
代
本
と
同
じ
叙

（
平
松
家
本
）
と
、

寺
執
行
本
は
、

分
寺
ニ
ヲ
ロ
シ
ス

語
』
屋
代
本
・
覚
一
本
の
叙
述
構
成
の
方
法

曾
ハ
法
皇
ノ
御
気
色
悪
キ
由
聞
シ
カ
ハ
・
近

、
む
し
ろ

に
ふ
さ
わ
し
い
叙
述
を
置
い
て

を
整
理
し
た
痕
跡
と
み
ら
れ
る
。

を

ぐ
結
節
点
と
思
わ
れ
る
が
、
併
せ
て
、

向
か
う
事
情
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
屋

こ
れ
を
叙
述
内
に
留
め
て
い
る
。
覚
一
本
は

な
り
つ
る
追
立
の
鬱
使
・
令
送
使
、
四
方
へ

。」
と
、
こ
の
重
複
を
回
避
し
て
い
る
た
め

、
叙
述
と
し
て
は
不
分
明
に
な
っ
て
い
る
。

事
例
で
い
う
と
、
平
松
家
本
・
斯
道
本
は
と

述
を
持
つ
。
ま
た
１
に
つ
い
て
は
「
人
参

重
複
を
一
句
に
整
理
し
た
痕
跡
が
認
め
ら

の
「
鼓
判
官
」
の
義
仲
の
動
向
を
叙
述
し
た

ヱ
奉
テ
、
我
先
ニ
ト
逃
去
ヌ
。
大
衆
国
分

国
ノ
源
氏
（
略
）
皆

い
る
。
こ
れ
も
屋
代

こ
れ
が
あ
る
こ
と
で
、

代
本
は
必
要
な
情
報

や
は
り
「
是
を
見
て
、

皆
逃
さ
り
ぬ
。
大
衆

、
大
衆
が
な
ぜ
国
分

も
に
２
、
４
、
８
が

小
松
殿
衣

後
」

れ
る
。
文
禄
本
や
東

部
分
で
、

に
相
当

寺
ヘ
参
向
フ
」。
こ
れ

四
七


